
 

 

 

 

 
  



 

 

 

  

 

 

 
 

 



 

 

 

 介護（補償）給付の支給額は、次のとおりです（平成 31年 3月 1日現在。［ ］の額は平成 31

年 4月 1日改正予定額です。）。下記を含めて、赤字は織田変更・ 

親族または友人・知人の介護を受けていない場合には、 

介護の費用として支出した額（ただし、105,29 円［165,150円］を上限とします）が支給さ

れます。 

親族または友人・知人の介護を受けているとともに、（なぜ半額になるのか） 

介護の費用を支出していない場合には、一律定額として 57,190円［70,790円］が支給されま

す。 

 介護の費用を支出しており、その額が 57,190円［70,790円］を下回る場合には、一律定

額として、57,190円［70,790円］が支給されます。 

 介護の費用を支出しており、その額が 57,190円［70,790円］を上回る場合には、その額

が支給されます。（ただし、105,290円［165,150円］を上限とします）①との関係？ 

親族または友人・知人の介護を受けていない場合には、 

介護の費用として支出した額が支給されます。（ただし、52,650円［82,580円］を上限とし

ます）親族または友人・知人の介護を受けているとともに、 

介護の費用を支出していない場合には、一律定額として 28,600円［35,400円］が支給されま

す。 

 介護の費用を支出しており、その額が 28,600円［35,400円］を下回る場合には、一律定

額として、 

28,600円［35,400円］が支給されます。 

 介護の費用を支出しており、その額が 28,600円［35,400円］を上回る場合には、その額

が支給されます。（ただし、52,650円［82,580円］を上限とします） 



 

 

 



 

 

 



 

 

  

  

  

 



 

 

 



 

 

 
〔注意〕   １.    介護人の職業欄、被介護者との親族関係の欄及び被介護者との同居の                  有無欄

は、該当事項を○で囲み、必要事項を記載すること。 

              2.    介護人の氏名欄は、記名押印することに代えて、自筆による署名をす                   

ることができること。 



 

 

 

 
（H31.3） 


